
平成29年度 電子入札システムの機能追加について

電子入札システムでは機能変更を行いました。

この機能変更により電子入札システムの操作方法及び表示が一部変更となります。

操作方法及び注意事項を必ずご確認ください。

機能（１） 添付資料ファイル形式の制限（ＰＤＦのみ）

機能（２） 履行確実性評価方式対応

機能（３） 類似工事における「不適格」から「類似落札済」への表記変更

機能追加項目

機能（１）電子入札システムで使用できるファイル形式をPDFに制限

近年のサイバー攻撃の増加に対応するため、本システムにて使用（添付）できる ファイル
形式をＰＤＦのみに制限しました。
制限される画面は以下の通りとなり、電子入札システムで使用されるファイル添付機能全て
が対象です。また、「PDF」ファイル以外のファイル形式を添付しようとした場合、エ
ラーが表示され添付することができませんのでご注意ください。

参考：一般競争入札：競争参加資格確認申請書 画面

●全入札方式共通
＊入札書（内訳書）提出画面
＊質問書提出画面
●一般競争入札事前審査型独自のもの
＊競争参加資格確認申請書提出画面（単体／ＪＶ）
●一般競争入札事後審査型（地域力保全型含む）独自のもの
＊競争参加資格確認申込書提出画面（ＪＶのみ）
＊事後審査型入札に係る競争参加資格審査申請書提出画面



指定されているファイル形式以外で添付をしようと（【添付資料追加】ボタンを押下）す
ると以下のようにエラーメッセージが表示され添付することができません。
※エラーがでた画面はエクセルファイルを添付しようとしています。

参考：一般競争入札：競争参加資格確認申請書 画面

参考：エラーメッセージ



機能（２）履行確実性評価方式全面試行に伴う表示される内容の変更

平成30年4月１日以降公告分より、総合評価方式が履行確実性評価方式へと全面的に試行
されることに伴い（但し、標準型を除く）電子入札システム改修を行いました。表示形式が
変更となりましたのでご確認ください。なお、この改修に伴う、入札参加者側が行う操作に
変更はありません。変更箇所は2点です。

■ 総合評価方式に伴う保留通知書に記載されている文言が一部変更及び追加
となります。詳細は以下のとおりです。

（追加文言）
なお、履行確実性確保価格を下回る価格で入札した者と契約する場合は、
履行確実性評価方式試行工事要領により、契約に条件が付加されます。

変
更
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（ 変更後 ）

（ 変更前 ）

変更点１



変更前

変更後

変更点２

総合評価方式に伴う保留通知書に「履行確実性評価価格」及び「履行確実性確保価格」が
表示されます。



機能（３）類似工事における「不適格」から「類似落札済」への表記変更

平成29年7月21日より改正されました、（平成29年7月21日付29建企第257号「長崎県土
木部が所管する類似工事の取扱いに係る運用の改正について」）類似工事における「不適格」
の取扱表記について、システム上の表記も「類似落札済」と表示されるよう改修を行いました。
尚、この改修に伴う、入札参加者側が行う操作に変更はありません。

参考：通常型指名競争入札 順位一覧 画面


